（公表用）

岩手県福祉サービス第三者評価の結果

１ 第三者評価機関

	名　称
	社会福祉法人

岩手県社会福祉協議会
	認証番号
	第２号

	所在地
	盛岡市三本柳8－1－3
	評価実施期間
	平成20年 ７月１４日～１２月２４日


２　事業者情報

	事業者名称：長寿の森　吉祥園

（施設名）　
	種別：養護老人ホーム

	代表者氏名：理事長  川上　淳

（管理者）　施設長  芳賀  陽二
	開設年月日　　平成16年４月１日

	設置主体：社会福祉法人　とおの松寿会

経営主体：社会福祉法人　とおの松寿会
	定員（利用人員）

　　　　　　　５０　名

	所在地：遠野市青笹町糠前９―７―６７7　　　　　　TEL ０１９８－６２－２０２８
FAX ０１９８－６２－０７５９


３ 総評

	◇ 特に評価の高い点
○危険箇所の予知能力訓練

介助の動作、食事、服薬、排泄･入浴などの際行ってはならないことのルールを「ルールブック」にまとめて、職員が共有して事故防止とプライバシー保護に努められている。

　また、施設内の利用者の普段の姿を写真にとり、その中にどのような危険が潜んでいるのか予知能力を養う訓練を行っている。さらに毎月法人の施設内を巡回して危険箇所と思われる場所の点検訓練を行っている。これらは事故防止のために極めて望ましい行為と高く評価する。

◇ 改善が求められる点

○人材養成の方法の検討

職員の教育･研修については、中･長期計画に人員体制や人材についての計画が必要である。吉祥園
としてサービスの質について、高めたい部分はどこか、その部分を高めるための具体的技術水準や、
具体的専門資格を明確にした基本姿勢をたてる。この基本姿勢を受けて、職員一人ひとりの具体的技
術水準や専門資格の取得を決めて、それに従った教育・研修計画をたてて、教育・研修を受けさせ
る。職員個別に受けた教育・研修を定期的に評価・見直しをしながら教育･研修を反復させて人材を
養成する。これが評価基準で求められているところである。今まで吉祥園で実施されてきた研修も非
常に大切であるので継続しつつも、評価基準が求める方法での人材養成を図っていただきたい。


４ 第三者評価結果に対する事業者のコメント

	今回、２回目となる第三者評価を受審し、改めて取り組み状況を見直す機会となりました。前回受審結果と今回の受審結果を比較した場合、以前より改善されている箇所もあれば、低下している箇所もあります。この事実を職員と共有しながら、事業所として取組むべき課題を明確にし、改善をすすめていきたいと思います。

事業を開始して６年目となる平成21年度は、第三者評価から改善すべき項目として挙げられ
ている「①人材育成、②利用者の介護予防・生きがい作りへの取り組み、③ソーシャルワーク
能の強化」に対し、重点的に職員とともに取組んでいきます。


５ 各評価項目にかかる第三者評価結果

　（別紙）
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